
「過去を復元する 古代ＤＮＡから何が分かるか」    日時：平成２６年１２月１７日（水） 

講師：松村秀一先生（岐阜大学応用生物科学部教授）      場所： 関高校北舎別館 

日 時： 平成２６年８月３日（日）１３：３０～１５：３０   場 所： 美濃加茂市民ミュージアム 

                                    講師： 岐阜県文化財保護センター 三島 誠 氏   

 

ＳＧＨ・さくら塾第１０回「古代ＤＮＡから何が分かるか」 

 

 

 

 

博物館の標本や遺跡からの出土骨から分かる進化の歴史について学びました! 

 

 

 

 

 

 

 

 

         松村先生による講義               質疑応答の様子 

 

■ 本日の講師は岐阜大学動物遺伝学研究室の松村秀一先生。先生の研究テーマは、家畜の

育種改良、絶滅危惧動物の保全、動物の進化、霊長類学等、さまざまです。 

■ 今回は、死滅した生物のＤＮＡ（古代ＤＮＡ）の研究から分かる生物進化の歴史がテーマです。

先生の研究グループは、死滅したニホンオオカミのＤＮＡ解析に成功し、昨年、新聞でも報道され

ました。ニホンオオカミのほか、マンモスやネアンデルタール人のＤＮＡ研究にまで話が及び、質疑

応答も大いに盛り上がりました。 

 

 生徒の感想  

○ 今回は松村先生が動物の DNAのことについて教えてくださいました。今回の話を聞いて DNAか

ら何が分かるのかを知りました。DNAを解析することで見た目では分からないことが分かります。例

えばマンモスの DNA の解析によってマンモスはアジアゾウに近い仲間だと分かったそうです。また、

動物の DNA の解析はその種がいつ枝分かれしたのかも分かります。ニホンオオカミのミトコンドリア

DNAを解析することでニホンオオカミは早い段階で他の種と枝分かれし、近い仲間がいないことが

わかりました。僕はジュラシックパークのように恐竜を DNA からよみがえらせたいと思っていたけ

ど、恐竜の DNAは量が少なく、質が悪くなってしまってほとんど使えないため、復元するのはほぼ

不可能だと分かりました。でも、DNA の組み合わせのパターンをすべて試せばどんな動物も作れ

ると聞いていつか実現してほしいと思いました。また、ネアンデルタール人の DNA はすべて解析し

たためネアンデルタール人を作り出すことはできるけど、倫理的にも様々な問題があるので慎重

にやっていかなければならないと感じました。 



○ 今日は、前回と同じ DNAについて講義を聞いたけれど、現在の DNA研究を進めていくのと、古

代 DNAを研究するのは、全然違うと感じました。また、今日私が一番驚いたのは、DNAが類似し

ていると、形質が似ているけれど、形質が似ているといって DNAが類似しているというわけではな

い、ということです。マンモスとアジアゾウの関係を聞いて、驚きました。種の分類や進化の過程を

考える上で DNA解析によって見かけだけではない細かい分類ができることが凄いと思いました。 

 

○ 松村秀一教授の話は DNA解析によって夢の様な話について議論をしていくことができてとても

楽しかったです。僕が一番気になったのは、種というものの線引きがどのような違いでされている

のかということです。それはハッキリとは決められていないということだったけれど DNA を調べて

いくことによってどの動物に近いかなどということが分かってきたという歴史に感動しました。僕

は自然界のおきてのようなものを守って生きていかなくてはならないということを思いながら聞いて

いました。もしマンモスを蘇らせたとしてその影響で今生きている動物達を滅ぼすことになるのでは

ないかということを思いました。これからの生活で本当に守っていかなければいけないものは何な

のかということを分かっていけるといいと思いました。 

 

○ 僕は、今日の話を聞いて一番興味を持ったのは、古代 DNA のクローン技術についてでした。先

生は、しっかりと規定を決めれば絶滅した生物でも、クローン技術により再生することはいいと言っ

ていました。僕自身も、絶滅したのは人為的な行為によるならば、再生するのはいいと思います。

でも、自然の中で絶滅した生物は再生させるべきではないと思います。自然の摂理の中で何らか

の理由があったから絶滅したのだから再生するべきではないと思います。また、先生も言っておら

れましたが、人のクローンは倫理に反するので再生は駄目だというのは、よく分かりました。でも、個

人的な興味ですが、同じ DNA でも育つ環境が違ったら、性格などが異なってくると聞きました。だ

から、僕はほぼ同じ時間に生まれ同じ DNA を持ち違う環境で育ったならば、どのくらいの違いが

表れるかということに興味を持ちました。またこのほかにも、DNAの寿命は 100万年程度だったり、

クローン技術により希少生物の保護ができたりと、さまざまな DNA について学ぶことができました。

また、DNA により種類を判別できることなど、DNA の効果について学ぶことができました。僕は、ま

だこれからも DNA 技術が益々進歩することにより可能範囲が広がっていくと思うので、これからの

DNAがとても楽しみです。 

 

○ 今回の講義を聴いてニホンオオカミの生態を知ることや今までやってきたこと（DNA）の復習がで

きたと思います。ニホンオオカミの生態については、専門家ということもあり、とても深く、分かりやす

い解説をしてくださいました。でも、後で、霊長類の専門家だったと聞きびっくりしました。DNA につ

いては、実験の時に教わったことが多かったけど、改めて知ることができたこともあり、また、理解を

もっと深めることができ、とても充実した講義となってよかったです。 


